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第 1 章

IPv4ルーティング

IPv4ルーティングは、BDIインターフェイスでのみサポートされています。デバイスはレイヤ
3機能をサポートしていて、パケットがさまざまなブリッジドメインインターフェイス間で
ルーティングされます。

• IPv4ルーティングの制限事項（1ページ）
• BDIインターフェイスでの IPアドレスの設定（2ページ）
• IPv4ルーティングの確認（2ページ）

IPv4ルーティングの制限事項
• IPv4ルーティングは BDIインターフェイスでのみサポートされ、物理インターフェイス
（1G、10G）およびポートチャネルインターフェイスではサポートされません。

•物理インターフェイスおよびポートチャネルインターフェイスで IPアドレスを設定する
ことはできません。

•学習できる IPv4ルートの最大数は 12,000です。

• BDIレベルの IP ACLはサポートされていません。

• VRRPおよび HSRPプロトコルはサポートされていません。

Cisco IOS XE Gibraltar 16.12.1以降では、Cisco NCS 520ルータで
VRRPおよび HSRPプロトコルがサポートされています。

（注）

•サポートされる VRF liteセッションの最大数は 128です。

• BDI統計は、CPU宛てのトラフィックに対してのみサポートされます。BDIインターフェ
イスを経由するデータトラフィックが、それぞれの基盤となるEFP統計に表示されます。

•スタティックARPを追加する場合は、スタティックMACアドレスを指定することが必須
です。たとえば、スタティック ARPを設定するには、次のコマンドを指定します。

• arp<ip-add> <mac-add> arpa（configモード時）。
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mac static address <mac>（config-if-srvモード時）。

•ルータは、BDIインターフェイスが起動している場合にのみ Gratuitous ARPを送信し、要
求タイプの場合は Gratuitous ARPを処理します。

• IPv6はサポートされていません。

• IPv4マルチキャストはサポートされていません。

• IPv4 MIBはサポートされていません。

• IP-FRR、LFA、セグメントルーティング、およびポリシーベースルーティングはサポート
されていません。

• BFDはサポートされていません。

• IPアンナンバードはサポートされていません。

• MPLSはサポートされていません。

BDIインターフェイスでの IPアドレスの設定
BDIインターフェイスで IPアドレスを設定するには、次のコマンドを入力します。

interface BDI10
ip address 10.10.10.10 255.255.255.0
end

IPv4ルーティングの確認
BDIインターフェイスで IPアドレスを確認するには、show ip routeコマンドと show ip route
summaryコマンドを使用します。

router#show ip route
Codes: L - local, C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP

D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, m - OMP
n - NAT, Ni - NAT inside, No - NAT outside, Nd - NAT DIA
i - IS-IS, su - IS-IS summary, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, * - candidate default, U - per-user static route
H - NHRP, G - NHRP registered, g - NHRP registration summary
o - ODR, P - periodic downloaded static route, l - LISP
a - application route
+ - replicated route, % - next hop override, p - overrides from PfR

Gateway of last resort is not set

1.0.0.0/32 is subnetted, 1 subnets
O 1.1.1.1 [110/2] via 192.168.13.4, 1d01h, BDI210

[110/2] via 192.168.12.4, 1d01h, BDI111
6.0.0.0/32 is subnetted, 1 subnets
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C 6.6.6.6 is directly connected, Loopback0
8.0.0.0/32 is subnetted, 1 subnets

O 8.8.8.8 [110/2] via 192.168.13.1, 1d01h, BDI210
[110/2] via 192.168.12.1, 1d00h, BDI111

10.0.0.0/32 is subnetted, 1 subnets
O 10.10.10.10 [110/2] via 192.168.13.2, 03:20:31, BDI210

[110/2] via 192.168.12.2, 03:20:29, BDI111
192.168.12.0/24 is variably subnetted, 2 subnets, 2 masks

C 192.168.12.0/24 is directly connected, BDI111
L 192.168.12.3/32 is directly connected, BDI111

192.168.13.0/24 is variably subnetted, 2 subnets, 2 masks
C 192.168.13.0/24 is directly connected, BDI210
L 192.168.13.3/32 is directly connected, BDI210

router#show ip route summary
IP routing table name is default (0x0)
IP routing table maximum-paths is 32
Route Source Networks Subnets Replicates Overhead Memory (bytes)
application 0 0 0 0 0
connected 0 5 0 560 1560
static 0 0 0 0 0
ospf 30 0 3 0 576 948
Intra-area: 3 Inter-area: 0 External-1: 0 External-2: 0
NSSA External-1: 0 NSSA External-2: 0

isis 1 0 0 0 0 0
Level 1: 0 Level 2: 0 Inter-area: 0

bgp 1 0 0 0 0 0
External: 0 Internal: 0 Local: 0

internal 6 2792
Total 6 8 0 1136 5300
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第 2 章

OSPFの設定

•シスコの OSPF実装（5ページ）
• OSPFのルート配布（6ページ）
• OSPFのルータの調整（6ページ）
• OSPFの制限事項（6ページ）
• OSPFの設定方法（6ページ）

シスコの OSPF実装
シスコの実装は、OSPFバージョン 2仕様に準拠します。この詳細はインターネットRFC 2328
に記載されています。次に、シスコのOSPF実装でサポートされている主要機能について説明
します。

•スタブエリア

•ルートの再配布

•認証

•インターフェイスパラメータのルーティング

•仮想リンク

• Not-so-stubby area（NSSA）

•デマンド回線上の OSPF

主要な各 OSPF機能の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/iproute_
ospf/configuration/xe-3s/iro-xe-3s-book/iro-cfg.html#GUID-A999A739-6B1D-4E5E-9396-F7531469D805
を参照してください。
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OSPFのルート配布
ルートの再配布を指定できます。ルートの再配布の設定方法の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/iproute_ospf/configuration/xe-3s/iro-xe-3s-book/
iro-cfg.html#GUID-369415D9-E481-41AE-9387-ECEDFE461361を参照してください。

OSPFのルータの調整
通常、OSPFを使用するには、多くの内部ルータ、複数のエリアに接続されたエリア境界ルー
タ（ABR）、および自律システム境界（ASBR）間での調整が必要です。詳細については、
「https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/iproute_ospf/configuration/xe-3s/iro-xe-3s-book/
iro-cfg.html#GUID-CFFB7E62-5D56-4036-8DF7-F5BFC75ADF53」を参照してください。

OSPFの制限事項
• OSPFv3はサポートされていません。

OSPFの設定方法

OSPFのイネーブル化
設定する前に、OSPFを有効にする必要があります。

グローバルコンフィギュレーションモードで OSPFを有効にするには、次のコマンドを入力
します。

enable
configure terminal
router ospf process-id
router-id <loopback ip-address>
network ip-address wildcard-mask area area-id
end

BDIでの OSPFの設定
設定する前に、OSPFを有効にする必要があります。

BDIインターフェイスで OSPFを有効にするには、次のコマンドを入力します。

enable
configure terminal
interface BDI <bdi-no>
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ip address <ip-address > <subnet-mask>
ip ospf <process-id> area <area-id>
end

詳細については、「How to Configure OSPF」を参照してください。

OSPFインターフェイスでのループバックの設定
OSPFインターフェイスでループバックを設定するには、次のコマンドを入力します。

interface loopback<loopback-no>
ip address <ip-address > <subnet-mask>
ip ospf <process-id> area <area-id>

OSPFの設定例
OSPFのさまざまな設定については、次の例を参照してください。
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第 3 章

IS-ISの設定

• IS-ISの概要（9ページ）
• IS-ISの設定方法（9ページ）

IS-ISの概要
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングプロトコルはリンクステートの
内部ゲートウェイプロトコル（IGP）です。リンクステートプロトコルは、各参加デバイスで
完全なネットワーク接続マップを構築するために必要な情報の伝播によって特徴付けられま

す。このマップは、その後、宛先への最短パスを計算するために使用されます。

IS-ISプロトコルは、Digital Equipment Corporation（DEC）によって 1980年代後半に開発され、
国際標準化機構（ISO）によって ISO/IEC 10589で標準化されました。この標準規格の現在の
バージョンは、ISO/IEC 10589:2002です。

詳細については、「Information About IS-IS」を参照してください。

IS-ISの設定方法

IS-ISのイネーブル化
IS-ISを設定するには、デバイスとインターフェイスで IS-ISを有効にする必要があります。

グローバルコンフィギュレーションモードでデバイス上で IPルーティングプロトコルとして
IS-ISを有効にするには、次のコマンドを入力します。
enable
configure terminal
router isis [area-tag]
net network-entity-title
end
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BDIインターフェイスでの IS-ISの設定
BDIインターフェイスで IPルーティングプロトコルとして IS-ISを有効にするには、次のコマ
ンドを入力します。

enable
configure terminal
interface BDI<bdi-no>
ip address ip-address mask
ip router isis [area-tag]
end

詳細については、「Configuring IS-IS」を参照してください。

IS-ISインターフェイスでのループバックの設定
IS-ISインターフェイスでループバックを設定するには、次のコマンドを入力します。

interface loopback<loopback-no>
ip address <ip-address > <subnet-mask>
ip router isis area <area-tag>
end

IS-ISの設定例
「Configuration Examples for IS-IS」で説明されている例を参照してください。
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第 4 章

BGPの設定

• BGPの概要（11ページ）
• BGPの制限事項（11ページ）
• BGPの設定方法（12ページ）

BGPの概要
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）は、独立したルーティングポリシーを持つルーティ
ングドメイン（自律システム）の間に、ループのないルーティングを提供するように設計され

たドメイン間ルーティングプロトコルです。シスコの BGPバージョン 4のソフトウェア実装
では、4バイト自律システム番号およびマルチプロトコル拡張がサポートされており、IPバー
ジョン 4（IPv4）、IPバージョン 6（IPv6）、バーチャルプライベートネットワークバージョ
ン4（VPNv4）、コネクションレス型ネットワークサービス（CLNS）、レイヤ2VPN（L2VPN）
を含むインターネットプロトコル（IP）マルチキャストルートおよび複数のレイヤ 3プロト
コルアドレスファミリのルーティング情報が BGPにより伝送されるようになっています。こ
のモジュールには、BGPがどのようにシスコソフトウェアに実装されているかの理解に役立
つ概念図が含まれています。

詳細については、「Information About Cisco BGP」を参照してください。

BGPの制限事項
• BGP-PICはサポートされていません。

ただし、デフォルトでは、すべての Cisco IOS XEプラットフォームで BGP-PICが有効に
なっているため、コンフィギュレーションモードで cef table output-chain build favor
memory-utilizationコマンドを使用して、BGP-PICを無効にする必要があります。BGP-PIC
が無効になっている場合は、ルートアップデートの失敗が発生する可能性があります。

•グレースフルリスタートを使用して BGPを設定し、no router bgpコマンドを使用し
て BGP設定を削除すると、グレースフルリスタートタイマーが開始されます。その結
果、古いエントリが BGPルーティングテーブルに存在し、BGPグレースフルリスタート
タイマーが終了した後に初めて削除されます。
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BGPの設定方法

BDIでの BGPの設定
ベーシック BGPネットワークの設定は、いくつかの必須作業と多数の任意の作業からなりま
す。BGPルーティングプロセスと BGPピアは必ず設定する必要がありますが、このとき、で
きればアドレスファミリコンフィギュレーションモデルを使用してください。BGPピアが
VPNネットワークの一部である場合、BGPピアの設定には、IPv4 VRFアドレスファミリタ
スクを使用する必要があります。

詳細については、「Configuring BGP」を参照してください。

BGP設定の確認
BGP設定を確認するには、次の showコマンドを使用します。

router#show run int lo0
Building configuration...

Current configuration : 86 bytes
!
interface Loopback0
ip address 10.10.10.10 255.255.255.255
ip ospf 30 area 0
end

RTR10-Dom3(config)#do sh run | sec router bgp
router bgp 1
bgp router-id 10.10.10.10
bgp log-neighbor-changes
redistribute connected
neighbor 1.1.1.1 remote-as 1
neighbor 1.1.1.1 update-source Loopback0
neighbor 6.6.6.6 remote-as 1
neighbor 6.6.6.6 update-source Loopback0
neighbor 8.8.8.8 remote-as 1
neighbor 8.8.8.8 update-source Loopback0

BGPの設定例
「Configuration Examples for a Basic BGP Network」で説明されている例を参照してください。
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第 5 章

EIGRPの設定

EIGRPをイネーブルにして、EIGRPルーティングプロセスを作成するには、このタスクを実
行します。EIGRPは指定されたネットワーク内のインターフェイスにアップデートを送信しま
す。インターフェイスのネットワークを指定しなかった場合は、そのインターフェイスがEIGRP
アップデートでアドバタイズされません。

router eigrp autonomous-system-numberコマンドを設定すると、EIGRPの自律システム設定が作
成され、ルーティング情報のタギングに使用される EIGRPルーティングインスタンスが作成
されます。

enable
configure terminal
router eigrp <autonomous-system-number>
network <network-number>
end

EIGRPの設定の詳細については、「How to Configure EIGRP」を参照してください。

• EIGRPの機能（13ページ）
• EIGRPの設定方法（14ページ）

EIGRPの機能
•ネットワーク規模の拡大：IP Routing Information Protocol（RIP）では、自分のネットワー
クで可能な最大規模が 15ホップです。EIGRPがイネーブルになっている場合、可能な最
大規模は 100ホップに増えます。また、EIGRPのメトリックは十分に大きいため、数千
ホップをサポートできます。

•高速コンバージェンス：DUALアルゴリズムにより、現在利用可能なルーティングプロ
トコルと同様にルーティング情報を迅速にコンバージできます。

•部分アップデート：宛先の状態が変化した場合、EIGRPは、ルーティングテーブルの内容
全体を送信するのではなく、差分アップデートを送信します。この機能により、EIGRPパ
ケットに必要な帯域幅が最小限に抑えられます。

•ネイバー探索メカニズム：この簡単なプロトコルに依存しない helloメカニズムが、隣接
デバイスの学習に使用されます。
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•スケーリング：EIGRPは大規模なネットワークに合わせて拡張します。

詳細については、「Information About Configuring EIGRP」を参照してください。

EIGRPの設定方法

EIGRPの設定
EIGRPをイネーブルにして、EIGRPルーティングプロセスを作成するには、このタスクを実
行します。EIGRPは指定されたネットワーク内のインターフェイスにアップデートを送信しま
す。インターフェイスのネットワークを指定しなかった場合は、そのインターフェイスがEIGRP
アップデートでアドバタイズされません。

router eigrp autonomous-system-numberコマンドを設定すると、EIGRPの自律システム設定が作
成され、ルーティング情報のタギングに使用される EIGRPルーティングインスタンスが作成
されます。

enable
configure terminal
router eigrp <autonomous-system-number>
network <network-number>
end

EIGRPの設定の詳細については、「How to Configure EIGRP」を参照してください。

EIGRPの設定例
「Configuration Examples for EIGRP」で説明されている例を参照してください。
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第 6 章

スタティックルートの設定

•スタティックルートの概要（15ページ）
•スタティックルートの設定方法（15ページ）

スタティックルートの概要
スタティックルートは、すべてユーザが設定であり、ネクストホップインターフェイス、ネ

クストホップ IPアドレス、またはその両方を指示できます。Cisco IOSXRソフトウェアでは、
インターフェイスが指定された場合、そのインターフェイスが到達可能であれば、スタティッ

クルートがルーティング情報ベース（RIB）にインストールされます。インターフェイスが指
定されていない場合、ネクストホップアドレスが到達可能であれば、そのルートはインストー

ルされます。このコンフィギュレーションの唯一の例外は、スタティックルートに permanent
属性が設定されている場合です。このときは到達可能性にかかわらずRIBにインストールされ
ます。

スタティックルートの設定方法

BDIインターフェイスでのスタティックルートの設定
ネットワーク上の IPアドレスを指すようにスタティックルートを設定できます。スタティッ
クルートは、指定された転送 IPアドレスを介してネットワークに送信されるトラフィックを
有効にします。

送信ルータから送信されるすべてのトラフィックを送信するルータ

BDIインターフェイスでスタティックルートを設定するには、次のコマンドを入力します。

router(config)#ip route <Destination prefix> <Destination prefix mask> <Forwarding
router's address>

次に、BDIインターフェイスでスタティックルートを設定する例を示します。
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router(config)#ip route 10.10.23.0 255.255.255.0 10.10.11.2

スタティックルートの設定の確認

BDIインターフェイスで設定されているスタティックルートを確認するには、show ip routeコ
マンドを使用します。
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第 7 章

IPv4ユニキャストルーティングECMPの設
定

BDIインターフェイスで OSPFまたは IS-ISなどのプロトコルが設定されている場合、デフォ
ルトでは、ECMPはホスト上で有効になっています。ECMPを設定するための特定のCLIはあ
りません。ECMPは、送信元 IP（SIP）、宛先 IP（DIP）、送信元ポート（SP）、および宛先
ポート（DP）に基づきます。

• IPv4ユニキャストルーティング ECMP（17ページ）
• IPv4ユニキャストルーティング ECMPの制限事項（17ページ）
• IPv4ユニキャストルーティング ECMPの設定方法（18ページ）

IPv4ユニキャストルーティング ECMP
IPv4ユニキャストルーティング等コストマルチパス（ECMP）機能を使用すると、複数の最適
パスを介して宛先にトラフィックを転送できます。

同じ次のネットワークまたはホストに到達するために複数のネクストホップが使用可能な場合

は、使用可能なすべてのネクストホップオプションを関連付けるECMPグループが作成されま
す。ECMP宛先のルートエントリが追加されると、ECMPインターフェイスがルートエントリ
に関連付けられます。これにより、この特定のホストを宛先とするすべてのパケットが、使用

可能なすべてのネクストホップオプションにロードバランシングされます。

IPv4ユニキャストルーティング ECMPの制限事項
ECMPは最大 4つのパスをサポートしています。

Cisco IOS XE 17（Cisco NCS 520シリーズ）IPv4ルーティングコンフィギュレーションガイド
17



IPv4ユニキャストルーティング ECMPの設定方法

IPv4ユニキャストルーティング ECMPの設定
BDIインターフェイスで OSPFまたは IS-ISなどのプロトコルが設定されている場合、デフォ
ルトでは、ECMPはホスト上で有効になっています。ECMPを設定するための特定のCLIはあ
りません。ECMPは、送信元 IP（SIP）、宛先 IP（DIP）、送信元ポート（SP）、および宛先
ポート（DP）に基づきます。

IPv4ユニキャストルーティング ECMP設定の確認
IPv4ユニキャストルーティング ECMP設定を確認するには、次の showコマンドを使用しま
す。

• show ip route

• Show ip cef

router#show ip route
Codes: L - local, C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP

D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, m - OMP
n - NAT, Ni - NAT inside, No - NAT outside, Nd - NAT DIA
i - IS-IS, su - IS-IS summary, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, * - candidate default, U - per-user static route
H - NHRP, G - NHRP registered, g - NHRP registration summary
o - ODR, P - periodic downloaded static route, l - LISP
a - application route
+ - replicated route, % - next hop override, p - overrides from PfR

Gateway of last resort is not set

1.0.0.0/32 is subnetted, 1 subnets
O 1.1.1.1 [110/2] via 192.168.13.4, 1d01h, BDI210

[110/2] via 192.168.12.4, 1d01h, BDI111
6.0.0.0/32 is subnetted, 1 subnets

C 6.6.6.6 is directly connected, Loopback0
8.0.0.0/32 is subnetted, 1 subnets

O 8.8.8.8 [110/2] via 192.168.13.1, 1d01h, BDI210
[110/2] via 192.168.12.1, 1d00h, BDI111

10.0.0.0/32 is subnetted, 1 subnets
O 10.10.10.10 [110/2] via 192.168.13.2, 03:20:31, BDI210

[110/2] via 192.168.12.2, 03:20:29, BDI111
192.168.12.0/24 is variably subnetted, 2 subnets, 2 masks

C 192.168.12.0/24 is directly connected, BDI111
L 192.168.12.3/32 is directly connected, BDI111

192.168.13.0/24 is variably subnetted, 2 subnets, 2 masks
C 192.168.13.0/24 is directly connected, BDI210
L 192.168.13.3/32 is directly connected, BDI210
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